
平
成
二
十
四
年
二
月
六
日
提
出

質

問

第

五

〇

号

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
及
び
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
に
与
え
る
影

響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

本

拓

50



東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
及
び
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
に
与
え
る
影

響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

東
日
本
大
震
災
の
燃
料
価
格
・
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�

東
日
本
大
震
災
後
の
ウ
ラ
ン
燃
料
価
格
、
原
油
価
格
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
及
び
石
炭
価
格
の
推
移
如
何
。

�

イ
ラ
ン
に
対
す
る
経
済
制
裁
後
の
ウ
ラ
ン
燃
料
価
格
、
原
油
価
格
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
及
び
石
炭
価
格
の
推
移
如
何
。

�

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
日
本
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
及
び
二
十
四
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
与
え
る
影

響
は
ど
の
く
ら
い
か
。

二

昨
年
夏
の
実
績
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
及
び
二
十
四
年
度
の
見
通
し
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
が
で
き
な
い
状
態
が
続
き
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所
五
十
四
基
す
べ
て
の
運
転
が
停
止
し
た

場
合
の
一
般
電
気
事
業
者
の
発
電
電
力
量
（
受
電
分
を
含
む
）
の
構
成
如
何
。

�

昨
年
夏
の
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
う
火
力
発
電
所
の
焚
き
増
し
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
が
増
加
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
も
含
め
国
内
の
原
子
力
発
電
所
五
十
四
基
の
設
備
利
用
率
が
一
昨
年
と
同
水
準

だ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
と
の
比
較
で
、
昨
年
後
半
（
七
〜
十
二
月
）
の
一
般
電
気
事
業
者
の
火
力
発
電
に
よ
る
発
電
量

一



は
何
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
増
加
し
た
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
は
、
何
ト
ン
増
加
し
た
か
。

さ
ら
に
、
来
年
度
、
年
間
を
通
じ
て
全
て
の
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
た
場
合
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
も
含
め
国

内
の
原
子
力
発
電
所
五
十
四
基
の
設
備
利
用
率
が
一
昨
年
と
同
水
準
だ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
と
の
比
較
で
、
一
般
電
気

事
業
者
の
火
力
発
電
に
よ
る
発
電
量
は
何
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｃ

Ｏ
�
排
出
量
は
、
何
ト
ン
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
か
。

�

昨
年
後
半
の
一
般
電
気
事
業
者
に
よ
る
燃
料
の
焚
き
増
し
分
に
つ
い
て
、
燃
料
コ
ス
ト
は
ど
れ
だ
け
増
加
し
た
か
。
ま

た
、
そ
れ
は
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
何
円
程
度
か
。

さ
ら
に
、
来
年
度
、
電
力
会
社
に
よ
る
燃
料
の
焚
き
増
し
分
に
つ
い
て
、
燃
料
コ
ス
ト
は
ど
れ
だ
け
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
何
円
程
度
か
。

�

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
平
成
二
十
四
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的

態
度
」
で
示
さ
れ
た
平
成
二
十
四
年
度
の
経
済
見
通
し
は
、
原
発
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
前
提
と
し
た
も
の
な

の
か
。

�

一
月
二
十
七
日
の
会
見
で
枝
野
経
済
産
業
大
臣
が
電
力
使
用
制
限
令
に
よ
ら
ず
に
今
夏
の
電
力
需
要
が
乗
り
切
れ
る
可

二



能
性
が
十
分
あ
る
と
発
言
さ
れ
た
が
、
乗
り
切
る
た
め
の
具
体
的
方
策
如
何
。

三

京
都
議
定
書
約
束
達
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�

来
年
度
、
年
間
を
通
じ
て
全
て
の
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
た
場
合
、
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
の
達
成
は
可
能

か
。
ま
た
、
達
成
で
き
な
い
見
込
み
の
場
合
、
何
ト
ン
の
削
減
量
が
不
足
す
る
見
込
み
か
。

�

一
般
電
気
事
業
者
の
自
主
行
動
計
画
の
目
標
が
達
成
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
、
政
府
は
、
一
般
電
気
事
業
者

に
対
し
、
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
償
却
の
要
請
を
行
う
の
か
。

四

新
規
電
源
立
地
の
見
通
し
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�

現
在
建
設
中
の
原
子
力
発
電
所
（
東
通
、
大
間
、
島
根
�
号
）
の
認
可
出
力
、
想
定
さ
れ
る
年
間
発
電
量
及
び
Ｃ
Ｏ
�

削
減
効
果
如
何
。
ま
た
、
建
設
の
進
捗
状
況
及
び
建
設
継
続
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

�

平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
新
増
設
予
定
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
及
び
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
の
進
捗
状
況
如
何
。

五

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
の
上
積
み
が
不
可
避
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
ど

の
よ
う
な
方
策
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
の
か
。

三



�

家
庭
用
の
分
散
型
電
源
で
あ
る
燃
料
電
池
、
太
陽
光
発
電
及
び
蓄
電
池
の
普
及
状
況
、
そ
れ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量
削

減
及
び
電
力
ひ
っ
迫
緩
和
に
対
す
る
効
果
の
評
価
如
何
。
ま
た
、
今
後
の
普
及
方
策
及
び
技
術
開
発
の
見
通
し
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


